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第３次おびひろ男女共同参画プランとは

一人ひとりの人権を尊重し、多様性を認め合い、誰もが個性や能力を
十分に発揮し活躍することができる男女共同参画社会の実現

目的

令和２年度～令和11年度（10年間）期間

体系
基本目標１
互いを尊重する男女共同参画の実現に向けた
意識の改革

基本目標２
男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶

基本目標３
男女がともに活躍できる環境づくり

①男女平等の視点に立った教育の推進
②男女共同参画への意識の向上
③性を尊重する認識の浸透

①パートナー等からの暴力の根絶
②セクシュアル・ハラスメントなど
女性に対する暴力の根絶

①政策・方針決定過程における女性の参画促進
②男女がともに働くための環境整備
③就労における男女平等の促進
④就業機会の確保
⑤地域社会等における男女共同参画の促進

特色１
女性活躍推進法、
DV防止法に基づく計
画に位置づけ

特色２
多様な性への理解
促進を初めて掲載
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令和２年度の主な取り組み
基本目標１ 互いを尊重する男女共同参画の実現に向けた意識の改革

男女共同参画への意識の向上 多様な性への理解促進

主催：帯広市
後援：損保ジャパン㈱東北海道支店
協力：帯広市男女共同参画推進員の会

女と男の一行詩
の実施

男女共同参画
セミナーの
開催 多様な性に関する

職員ガイドラインの策定

男女共同参画講座の
開催
（今、知っておきたい
LGBTs～誰もが生きやす
い社会の実現に向けて
～）
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基本目標２ 男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶

各種講座の開催 DV被害者への相談・支援

デートDV予防
講座の開催

男女共同参画講座の
開催
（それって、本当に愛？
～一緒に考えよう！夫婦
のこれからのこと～）
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基本目標３ 男女がともに活躍できる環境づくり

普及啓発の取り組み 帯広市役所版イクボス宣言の実施

記者会見

帯広市役所版
イクボス宣言
展示会

男女共同参画講座の
開催
（自分の魅力を活かす！
これからの働き方改革）

フリーペーパー
への記事掲載
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新型コロナウイルス感染症の主な影響と対応

▶特別定額給付金に関わる相談の増加 ⇒関係部署間の協力強化
▶関係機関打合せ等の延期・中止 ⇒出席者の少人数化、書面開催・オンライン開催
▶デートDV予防講座の延期・中止 ⇒オンライン開催、啓発用リーフレットの配布

基本目標１ 互いを尊重する男女共同参画の実現に向けた意識の改革

基本目標２ 男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶

基本目標３ 男女がともに活躍できる環境づくり

▶各種講座等の延期・中止 ⇒感染防止策の徹底、人数制限、時間短縮、オンライン開催
▶健診・相談対応の延期・中止 ⇒予約制の導入、時間短縮、対象者の範囲の柔軟化

▶保育事業の一部休止 ⇒一時保育・休日保育の限定的な実施
▶子育て支援事業の一部休止 ⇒人数制限、時間短縮、オンライン開催、調理・試食の中止
▶イベントの延期・中止 ⇒オンライン開催、規模縮小、複数事業の同時開催
▶地域活動の自粛 ⇒総会等の書面開催、感染防止策や工夫事例の周知、広報紙等の有効活用

５



今後のプラン推進に関する留意点

１ 情報発信・普及啓発の方法の多様化

２ 社会的な困難を抱えている方々への配慮

３ 雇用環境の確保と新たな働き方への対応

４ 人のつながりの変化への対応

感染予防と両立した講座等のあり方、オンラインの効果と課題、代替手段の模索 など

DV被害者・関係者やひとり親世帯への相談対応、LGBT等に関する理解促進 など

国・北海道と連動した経済対策、時差出勤・テレワークの拡大、イクボス宣言の普及 など

外出自粛による家族関係への影響、コロナ禍におけるコミュニティのあり方 など
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